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第12号のメニュー

【ごあいさつ】

【そっと教える授業のテクニック9】

学習者が少しでも話せるようになるために2
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☆★☆★☆ごあいさつ★☆★☆★

ニッケイ新聞の連載記事「教科書―時代を映して変遷」を毎日興味深く読んでいます。世界でもこんなに日本語教育の歴史が長い国は、そう多くないと思います。そのときそのときに、たくさんの先輩方の努力があって今の時代があるわけですね。そして、今は、私たちがいろんなところでいろんなことに挑戦しているわけです。何十年かたったら、また誰かが今を振り返ってくれるといいですね。

では12号をお届けします。
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●●●学習者が少しでも話せるようになるために2●●●

さて、前回に引き続いて学習者に前を向かせるための工夫です。まず絵や写真を黒板に貼り付けてどうやって練習させるかについて、私がよくやるやり方をご紹介しましょう。

たとえば「パウロさんは　野球が　できます」という文を口頭で練習するとします。練習しなければならないのは、①○○は××ができます。という文型、特に語順と「は」「が」の助詞、②「野球」と「できます」という語彙です。用意するのは「パウロさん」を表す人物の絵パネル、「野球」を表す絵や写真、そして「できる」という動詞を表す絵パネルです。この3枚を、「パウロさん」「野球」「できます」の順に黒板に貼って「パウロさんは野球ができます」という文をみんなで練習するわけです。このときにひらがなで助詞「が」、「は」を黒板に書く人もいるかもしれません。でも、どの助詞を使うかを練習することも重要なポイントなので、わたしは文字は入れないようにしています。

その時間に勉強している文型はみんな承知しているわけですから、キーワードの絵だけを並べるだけで、学習者には何を練習するかが分かるはずです。指示棒でパウロさんを指すと、学習者がみんなで「パウロさんは野球ができます」といってくれると思います。黒板に貼ってある絵パネルを見なければ練習ができないので、自然と前を向くというわけです。

「パウロさん」を「田中さん」や「モニカさん」、「野球」を「日本語」や「ダンス」、「できます」を「わかります」や「上手です」に入れ替えると、多くのバリエーションで練習ができます。さらに、疑問を表す「？」のカードを「できます」の上に置くと、練習する文が「パウロさんは野球ができますか？」に変わりますね。否定を表す「×」カードを使うと「できません」の練習もできるというわけです。

豊富に練習を行うためには、たくさんの例文を用意することが大切です。「私は例文を考えるのは苦手で、、、」という人も、自分で考えるのではなく、教科書にのっている例文を少しアレンジして使えばいいのです。ブラジルでよく使われているラボ・日本語の「きそにほんご」シリーズにも例文はたくさんのっています。

教科書にのっている例文を、上の方法で黒板で再現してやればいいのですが、そのときに、下に紹介するやり方で、語彙や場面を書き換えてやると、いっそう効果的になります。

学習者が積極的に前を向くためには、①新奇性と、②親近性が効果的だと思います。①新奇性とは学習者にとって目新しいこと、不思議に思えること、「なんだろう？」と興味を寄せることをいいます。②の親近性は、話題やものごとが学習者の身近なものであるということです。教師が教室で行う活動に、これら２つの要素が含まれていると、学習者が集中して、前を向く確立が高くなるというわけです。

「パウロさんは野球ができます」という文はつまらない文ですよね。でも「ホナウドさんはゴルフができます」という例文に変えて、ホナウドさんがゴルフをしている写真をつかうと、この例文には新奇性と親近性が附加されたことになります。

学習者に前を向いてもらうためには、①教科書の練習を黒板に絵や写真を貼ることで再現する、②そのときに常に「新奇性」と「親近性」に配慮することが大切です。

毎日やっていると習慣になってそんなに大変なことではなくなります。普段見ている雑誌などでも、「あっ、これは使えそうだ」という写真があると、切り取って取っておくことが習慣になったりします。そうなると、しめたものかもしれません。
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話す練習のテクニックはすぐにできるものではないかもしれません。それに教師によって向き不向きもあります。上に紹介したのはほんの1例です。他の方法で学習者が前を向いて活発に発話している教室もたくさんあると思います。

自分にあったスタイルを見つけることも大切ですよね。そのためにもメルマガ「こうししつ」ではいろんな情報を提供していきたいと思います。

ご意見・質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語　遠藤クリスチーナ麻樹

みうらのサイト
日本語を学ぶ人と日本語使って日本を研究している人のための情報の
ページ
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
新聞語彙データベースを試験公開中です。
是非一度ご覧下さい
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